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れば，蓄積率を αとすると例えば B!=(l+α)3B乙3となる。つまり ，B!> 
・>B;てお となる。 B5においても同様である。今年度の B5=Aにおいては，




であるから，B?はさておき，BI>Bt~l=Bt- l ， Bl>Bt~2=Bt2で、あり ， Bl 
および、 B/ も Bt~3 や Bt~4 よりも大きい。つまり，































































































( i) 1 MvとIIMcについて































































































































































の全く当を得た適応に過ぎなかったJ (( 3 )古谷訳206ページ)。
〔引用文献〕
C 1) Gillman， Josef M.， The Falling Rate 01 Profit， 1957，西)11良一訳『利
潤率低下の理論」雄j軍社， 1968年。
C 2 ) 深町郁繭『所用と信用一一貨幣・信用論の体系一一』日本評論者， 1971
年。
C 3) Hicks， John R.， A Contribution to the Theory 01 the Trade Cycle， 
拡大再生産表式における蓄積基金について 63 
1950，古谷弘訳『景気循環論」岩波書庖， 1965年。
(4 J 川合一郎『管理通貨と金融資本J (IT"川合一郎著作集J 6巻)有斐閣，
1982年。
( 5 J 西村閑也「金融資産の累積とインフレーションJ (川合一郎編『現代
信用論J (下)有斐閣， 1978年所収)。
( 6 J 大島雄一「固定資本の再生産と均衡発展径路一一競争概念としての組
蓄積率の定立一一J (平瀬巳之吉編「経済学・歴史と現代』時潮社， 1974
年所収)。
( 7 J 高木彰「再生産表式論の研究」ミネルヴnァ書房， 1973年。
( 8 J 高倉泰夫「再生産と蓄蔵貨幣一一信用制度との関連において一一}'経
i斉論究J (九州大院)37号， 1976年。
( 9 J i拡大再生産表式における磨損と更新についてJ IT"経営と経
j斉J 64巻 4号， 1985年。
(10J i i競争」から「信用」への移行と金融市場」同誌65巻4号，
1986年。
(nJ 高須賀義博「再生産表式分析』新評論， 1968年。
〔追記〕 本稿は， 1987年度文部省科学研究費・総合研究(却による研究成果の一部である。
